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降
三
世
明
王
は
、
大
日
如
来
に
最

後
ま
で
反
抗
し
、
教
え
に
従
わ
な
か

っ
た
大
自
在
天（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
最

高
神
で
、
前
世
・
現
世
・
来
世
の
三

世
界
の
主
と
さ
れ
る
シ
ヴ
ァ
神
）と
そ

の
后
の
烏
摩
を
足
で
踏
み
つ
け
て
降

伏
し
、
改
心
さ
せ
た
と
い
う
強
力
な

明
王
で
、
降
三
世
と
い
う
名
称
も
三

世
界
の
主
シ
ヴ
ァ
神
を
降
伏
し
た
こ

と
に
由
来
し
ま
す
。
そ
の
姿
は
、
自

ら
が
降
伏
し
た
シ
ヴ
ァ
神
に
酷
似
す

る
と
さ
れ
て
お
り
、
仏
像
は
一
般
的

に
、
四
面
八
臂
、
黒
色
、
本
手
を
降

三
世
印（
両
手
を
交
差
さ
せ
て
両
小
指

を
鈎
に
し
て
か
け
る
）に
結
び
、
脇

手
に
弓
や
杵
等
の
武
器
を
持
ち
、
左

足
で
大
自
在
天
を
、
右
足
で
烏
摩
を

踏
み
つ
け
、
火
焔
を
背
に
し
て
立
つ

姿
に
造
ら
れ
ま
す
。

　

町
指
定
文
化
財
「
木
造
降
三
世
明

王
像
」
は
、
寄
木
造
、
四
面
八
臂
の

立
像
で
、
像
高
は
八
七
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
で
す
。
正
面
と
左
右
脇
面
は
三

眼
、
裏
面
は
二
眼
で
、
正
面
に
の
み

玉
眼
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

脇
手
六
本
は
破
損
し
、
持
物
も
光

背
も
失
い
、
彩
色
も
剥
落
し
て
い
ま

す
が
、
胸
前
に
降
三
世
印
を
結
び
、

忿
怒
の
形
相
で
大
自
在
天
と
烏
摩
を

踏
み
つ
け
る
姿
か
ら
は
、
明
王
ら
し

い
力
強
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

本
像
の
製
作
年
代
は
鎌
倉
時
代
末

期
と
さ
れ
、右
足
下
に
は「
明
王
□
圓

作
之
」
の
墨
書
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
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